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評議員会議事録
　　　　　　　　東京医科大学医学会評議員親
日　時：平成13年5月23日（水）午後4時～5時
場所：東京医科大学病院6階第2会議室
出席者：（会　長）伊東　　洋
　　　　（副会長）高山　雅臣
　　　　（評議員）内野　善生，下光　輝一，大屋敷一馬，臼井　正彦，林
　　　　　　　　友田　樺夫，長尾　　桓，水口純一郎，阿部　公彦，一色
　　　　　　　　遠藤　任彦，高嫡　　優，松岡　　健，荒井　貞夫，清水
　　　　　　　　井口てる子，佐々木光美，新妻　知行，石川　幹夫，後藤
　　　　　　　　内海　裕也，宮島　　祐，福江　英尚，伊藤　康二
　　　　（監　事）向井　　清
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（事務局：
徹，
淳，
澄，
浩，
　　　　　　　　　　　　川西道雄，大平まき）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計27名
欠席者：（副会長）小柳　泰久
　　　　（評議員）石丸　　新，鈴木　　衛，加藤　治文，山科　　章，飯森眞喜雄，
　　　　　　　　J．P．バロン，勝村　俊仁，松宮　輝彦，浅倉　英樹，ルナール純子，
　　　　　　　　名和　　肇，田中　　満，青木　達哉，岩本　俊彦，伊藤　樹史
　　　　（監　事）星加　明徳
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計17名
議　長：伊東　洋
　　　　次の者2名が，議事録署名人に選出された．　　長尾　　桓，水口純一郎
評議会の議題は以下のとおりであった．
議　題
〈報告事項＞
　1．庶務報告（内野庶務幹事）
　　1）会員数（平成13年3月末現在）
　　　名誉会員　　48名（12年度　　48名）
　　　会員1，970名（12年度1，939名）
　2．編集報告（友田編集幹事）
　　1）58巻1～6号掲載内容｛（）内・57巻｝
　　寄稿　13編（12）
　　巻頭言6編，最終講義3編（2），特別講演4編
　　（4）
　　投稿　50編（54）
　　原著　35編（43），症例報告9編（5），医学プラ
　　ザ6編（6）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1 ）
　学術集会記録
　総会2件，国際シンポジウム3件（2），臨床懇話
　会9件（5），研究会8件（10）
　その他
　会員名簿，評議員会議事録，総会案内，奨励賞
　報告，追悼文，お知らせ，投稿規程
　　〔発行部数：2，268（2，255）／号，頁数854（621）〕
2）58巻特別号：学術業績集
　該当期間平成ll年1月1日～12月31日（6
　月初旬発行予定）
3．総会報告（内野庶務幹事）
1）平成12年度開催報告
○第145回（平成12年7月1日）
　当番教室：病理学第1講座，内科学第3講座
　一般演題：66題（口演36題，ポスター　30題）
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○第146回（平成12年11月4日）
　当番教室：解剖学第2講座，皮膚科学教室
　シンポジウム：神経伝達物質と疾患
　表彰式：投稿論文奨励賞2件，医学会奨励賞2件
2）平成13年度開催予定
○第147回（平成13年6月2日）
　当番教室：生理学第1講座，眼科学教室
　一般演題：71題（展示）
　当番教室眼科学，臼井主任教授より147回総会に
　ついての説明がなされた．
○第148回（平成13年11月予定）
　当番教室：病理学第2講座，外科鉱油3講座
4．臨床懇話会報告（林　　徹臨床懇話会委員会
　委員長）
1）平成12年～平成13年開催報告及び予定
第304回（12．10．26）皮膚科学教室　　大井　五
郎　助教授
第305回（12．l122）整形外科学教室　　伊藤
康二　助教授
第306回（12．12．08）
也　助教授
第307回　（13．Ol．30）
一　講師
第308回（13．02．16）
士　講師
第309回（13．03．22）
彦　講師
第311回　（13．05．17）
茂　教授
第312回（13．06．29）
眼科学教室 岩崎　琢
老年病学教室　　新　　語
論科学第5講座　溝上　面
外科学第3講座　土田　明
口腔外科学教室　千葉　博
　　　　　　　　　　　外科学第2講座
　東医大雑誌には，第308回迄掲載されている旨の報
告がなされた．又，日本医事新報社へは現在4編掲載
依頼済である．八王子医療センターで行われている臨
床懇話会を日本医師会の生涯教育単位認定制度に入
れたい旨の提議がなされ，長尾　桓評議員より八王
子医療センターでの開催時のみ，医学会と八王子医師
会との共催といたしたい旨の説明があった．審議の結
果承認された．
　臨床懇話会の発表コーディネーターを，教職員であ
る講師以上のものとする事と提議され，承認された．
　5．業績目録委員会報告（業績目録委員会委員長）
　1）58巻特別号
　該当期間　平成ll年1月1日～12月31日
　提出期限　平成12年9月20日　準備中
　飯森委員長欠席の為，伊東議長より報告がなされ
た．FDフォーマットの件について再検討課題とする
様，指示があった．
〈審議事項＞
　1）東京医科大学医学会会則の一部改正について
（伊東会長）
　東京医科大学医学会の設置所が，東京医科大学図書
館内から東京医科大学内におく事となった．これに伴
い「医学会会則第1章総則第2条」における設置場所
を「図書館内におく」から「大学内におく」に変更，平
成13年5月23日から施行し，平成13年4月1日よ
り適用する事が提議され承認された．
　2）平成12年度収支決算の件（下光会計幹事）
　決算書並びに貸借対照表について説明があり監査
報告のあと承認された．
　尚，決算内容について，東京医科大学雑誌発行に係
る印刷会社を，大日本印刷から笹氣出版印刷に変更と
なったことに伴い，従来まで次年度で支払っていた6
号分についても，12年度分として支払い処理した事の
説明がされた．
　3）平成13年度予算の件（下光会計幹事）
　予算について説明があり，承認された．
　尚，予算について医学会の会則第1章総則第2条
の改正に伴い，法人人事部からの事務局員出向1名，
及び委託職員1名の人件費が新たに計上された．計上
された人件費，委託費に相当する額は法人からの補助
金額の増額となっている旨の説明がなされた．
　4）会計監査報告（向井監事）
　5）その他
　高山副会長より医学会の資産を，学生，大学院生の
研究発表の場の運用として提供してはどうかという
意見がなされ，教育委員会での検討課題とされた．
　以上の議題について審議され，案件はすべて承認さ
れた．
平成13年5月23日（水）調整
（2）
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　　　平成12年度収支決算書
平成12年4月1日から平成13年3月31日まで
（単位：円）
収　入　の　部 支　出　の　部
予算額@A 決算額@B
差　覧　額 予算額@E 決算額@F
差　　　額
科　目
A－B＝C C／A＝D
科　　目
E－F＝G G／E＝H
会　　　費 9，500，0009，515，000 一15，000 一〇．2 会誌発行費w会負担費
（500，000）
P1，500，00012，518，696一1，018，696 一8．9
入　会　金 40，000 55，000 一15，000 一375助　成　金 420，000 360，000 60，000 14．3
補　助　金 3，500，0003，500，000 0 0．0 学術総会費 500，000 481，807 18，193 3．6
預貯金利息 4，000 69，268 一65，268 一1，63L7臨床懇話会費 300，000 433，302一133，302 一44．4
会誌販売料 40ρ00 75，000 一35，000 一87．5研究奨励費 600，000 600，000 0 0．0
超過頁料金 100，000 108，000 一8，000 一8．0 会　議　費 520，000 71，300 448，700 86．3
原稿　料 144，000 0 144，000 100．0印　刷　費 250，000 89，880 160，120 64．0
雑収　入 20，000 25，620 一5，620 一28．1通信運搬費 700，000 627，714 72，286 10．3
事　務　費 100，000 554，751一454，751 一454．8
交　通　費 50，000 55，570 一5，570 一11．1
謝　　　　金 550，000 349，232 200，768 36．5
雑　　　　費 30，000 21，834 8，166 27．2
予　備　費 （500，000）@　0 0 0 一
丁　　　計 13，348，00013，347，888 I12 0．0 小　　　　計 15，520，00016，164，086一644，086 一4．2
前年度からの
J　越　金 3，932，8483，932，848 0
0．0 翌年度へのJ　越　金 1，760，8481，116，650 644，198 36．6
合　　　計 17，280，84817，280，736 l12 0．0 合　　　　計 17，280，84817，280，736 l12 0．0
（注）1．予備費の使用額は500，000円であり，その内訳は次の通りである。
　　　内訳①会誌発行費学会負担費500，000円
　2．予算額欄の（）書きは，予備費の使用額を再掲したものである。
貸借対照表（平成13年3月31日現在） （単位：円）
資　　産　　の　　部 負　債　お　よ　び　資　本　部
科　目 平成12年度末 平成ll年度末 増　△減 科　目 平成12年度末平成ll年度末 増　△減
定期預金
i基金口） 31，300，000 31，300，000 0 預　り　金 234，715 1，198，995 △964，280
普通預金
i基金口） 53，455 53，421 34 負債合計 234，715 1，198，995 △964，280
定期預金
普通預金 454，608 4，813，027 △4，358，419基　　　金 31，353，455 31，353，421 34
現　　金 71，247 226，101 △154，854繰　越　金 1，116，650 3，932，848 △2，816，198
立替金 825，510 92，715 732，795資本金合計 32，470，105 35，286，269△2，816，164
資産合計 32，704，820 36，485，264△3，780，444負債および走{合計 32，704，820 36，485，264△3，780，444
繰越金処分
平成13年3月31日現在残高
繰越金処分内訳
基金へ組み入れ
平成13年度へ繰越
　　1，116，650
　0
16，650
（3）
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　　　　平成13年度収支予算書
（平成13年4月1日から～平成14年3月31日まで）
（単位：円）
収　入　の　部 支　出　の　部
科　　目
平成13年度
@予算額@A
平成12年度
@予算額@B
差　　　額 平成13年度
@予算額@E
平成12年度
@予算額@F
差　　　額
A－B＝C C／B＝D
科　　目
E－F＝GG／F＝H
会費収入 9．100ρ009，500，000一400，000 一42会誌発行費w会負担費 8，000，000ll，000，000一3，000，000 一27．3
入会金収入 40ρ00 40，000 0 0．0 助成金支出 0 420，000一420，000 一且00．0
補助金収入 15．000ρ003，500，000ll，500，000 328．6学術総会支出 550，000 500，000 50，000 10．0
預　貯　金
?息収入 60，000 4，000 56，000 1，400．0臨床懇話?費支出 400，000 300，000 100，000 33．3
会誌販売料
禔@　　　入 55，000 40，000 15，000 37．5
研究奨励費
x　　　　出 900，000 600，000 300，000 50．0
超過頁料収入 0 100，000一100，000一100．0人件費支出 8，000，000 0 8，000，000 一原稿料収入 0 144，000一144，000一100．0交　通　費 60，000 50，000 10，000 20．0
雑　収　入 20，000 20，000 0 0．0 印　刷　費 250，000 250，000 0 0．0
通信運搬費 700，000 700，000 0 0．0
謝　　　　金 550，000 550，000 0 0．0
会　議　費 520，000 520，000 0 0．0
委　託　費 3，500，000 0 3，500，000
雑　　　　費 30，000 30，000 0 0．0
事務費支出 100，000 100，000 0 0．0
予　備　費 500，000 500ρ00 0 0．0
小　　　　計 24，275，00013，348，00010，927，000 81．9小　　　　計 24，060，00015．520ρ008，540，000 55．0
前年度からの
J　越　金 1，116，6503，932，848一2β16，198 一7L6
翌年度への
J　越　金 1，331，6501．760β48一429，198 一244
合　　　　計 25，391，65017，280，8488，llO，802 46．9合　　　　計 25，391，65017，280，8488，llO，802 46．9
（注）1． 平成13年度予算案に係る特殊事項について
平成13年度より医学会運営にあたっては，出向職員及び医学会負担派遣社員により事務関連業務を行うこと
となったことから，支出の部において人件費の800万円と委託費の350万円が新たに予算化したことによる増
加と，一方で会誌発行費学会負担費等の経費抑制による340万円余の減少から結果的に854万円余の増加と
なったものである。
なお，人件費及び委託費として増加した費用相当額1，150万円は補助金収入額欄に増加されている。
（4）
